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　1970年にベトナム戦争只中のサイゴン大学で教えていた時、激痛に襲われた。救急車で病院に搬送され、
尿管結石と診断された。戦時下でいつ何が起こるかわからないので、日本に一時帰国して結石摘出手術を
受けることになった。
　私は、機上の人となった途端に激痛がおさまり一安心したが、羽田空港到着後近くの大学病院に入院し、
簡単な検査とレントゲン撮影の後、翌朝に泌尿器科教授の診察を受けた。診察室で、私の前方右側には研
修中の医学生が5人並んで立ち、前夜に撮影したレントゲン写真を見ながら、結石がどこにあるかの質問
や手術の方法など、教授が学生と質疑応答していた。
　患者である私への詳しい説明も同意も納得もないままに、後背部左側を切開され結石が摘出され、二週
間近く絶対安静の入院生活を経て退院した。
　滞米中、1979年に再発したのはハーバード大学でのことだった。医師は、レントゲン写真を見ながら、
診断結果、検査の内容、手術の必要性、他の選択肢、リスクと成功率、予後などについての説明を分かり
易い言葉で語った。私が本当に納得したかどうかの確認もなされた後で、「木村さん、手術を受けるか受け
ないかは、あなたが決めて下さい」と医師に言われて驚いた。
　これは、私にとって衝撃的な患者体験となった。しかも、納得がいかない場合には「セカンド・オピニ
オン」が可能なので、データは全部お持ち下さいとも言われた。手術の翌朝から起きて歩くように言われ、
三日後には退院した。
　今から30年前の患者体験は、私のバイオエシックス（生命倫理）研究と教育の新しい出発点となった。
そして、私は、1980年から日本の医療の現場や医学研究における「インフォームド・コンセント」の提言と、
患者中心の発想による医療の質的変革をめざして、日本各地の医師会、病院、医科大学、看護学校などで
セミナーや講演会、シンポジウムを開くなど様々な活動を展開してきた。
　その当時、医療の現場でも殆ど知られていなかった「インフォームド・コンセント」の必要性と重要性が、
患者はもちろん医療従事者にも幅広く認識されるようになり、この用語がカタカナ語で定着し、国語辞典
に入り、中学や高校の倫理・社会の教科書でも解説され、更に、医師国家試験：の出題基準にも入った。
　「患者中心の医療」という新しい価値観の成立をもたらした1960年代の世界的な人権運動の展開と社会
変動が、ヒポクラテス以来の「医師中心」のPaternalisticな「患者のための医療」という発想を終息させた。
その意味で、「インフォームド・コンセント」は、世界と日本の医療の質を大きく変革した。
　先月、シンガポールでの国際バイオエシックス会議に招かれ、「バイオエシックスと文化」について基調
講演を行ったが、今後も、バイオエシックス研究と教育の展開による医療の質的変革をめざしてチャレン
ジし続けて行きたい。
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